
利用者 2 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から予定して

利用者家族 0 おりました運営推進会議の開催を中止とし、職員のみで

地域住民の代表者 0 実施いたしました。

地域包括支援センター職員 0 （3/26は職員の人数の関係で3/29に実施いたしました。）

事業所 5 ・次回開催日

◇2月3月におこなった活動報告

＊2月1日（月）運営推進会議・・・職員の人数関係で2/1に実施いたしました。

＊2月2日（火）節分・・・鬼になった職員に向かって豆を投げていただきました。

＊2月15日（月）往診日

＊2月25日（木）お誕生日会・・・2月生まれの方3名様の合同でのお誕生日会

2/25に満100歳になられる方がみえ皆さんでお祝い致しました。

手作りのケーキを召し上がっていただきました。

＊3月3日（水）お雛祭り・・・おこしものを職員と一緒に作り、色付けをしていただきました。

ご自分で作ったおこしものをおやつで召し上がっていただきました。

＊3月11日（木）お誕生日会・・・1名様がお誕生日でした。手作りケーキでお祝い致しました。

＊3月15日（月）往診日

＊3月29日（月）お花見・・・気候も良く水無瀬川沿いの桜並木通りを車窓にて行ってきました。

「きれいだね」と窓から観て大変喜んでいただけました。

＊3月29日（金）運営推進会議・・・26日は職員が集まらず3月29日に実施いたしました。

◇行事予定

＊4月・・・お花見（開花が早く3月29日に行ってきました。）

・防災訓練　　　・理美容　　　

＊5月・・・・端午の節句　　　　・母の日　　　・芝桜県学

◇事故報告・・・事故はいつ起こるか分かりません。発生しないよう気を付けてまいります。

2/27　　事不明様・・テーブルの下に座っていない他の人（どなたのかは不明）の薬が落ちていた。

3/2　　 事O様・・・・足元に朝食後に飲むはずの薬が落ちていた。

3/20　　事Y様・・・・朝食後の薬がトイレ時に立ち上がった時に薬が落ち、服用されていないことがわかる。

3/24　　ヒH様・・・・鏡の前で爪切りで鼻毛を切ろうとして爪切りの先を鼻に向けていた。

3/26　 事H様・・・・明け方居室より音がしたために行くと四つん這いになっていた。右腕と右ひざ近くに出血あり。

＊今後ヒヤリハットや事故報告が減少できるよう注意を払っていこうと職員で話し合いました。

＊地域包括支援センター中央東・・・薬の事故に関してのご意見をいただきました。

・薬に印字されている数字や記号等で確認し、薬名から服用されている利用者様が分かるのではとの

ご意見をいただきました。

＊返答・・・いつも調べていますが、時には印字が薄れたりしてわかりづらい時もあります。

　　　今後薬での事故防止に努めてまいります。

事業所名　　グループホームほっと　　　

運　営　推　進　会　議　開　催　結　果

会　　　　議　　　　録

開催日時　　  令和　3　年　3月　　29日　（　月　）　   　　14時～  14時40分



◇身体拘束等の適正化について

◎事故が発生した時の対応？

・バイタルチェック ・本人確認

・事故に応じた対応（治療方法等）

・ご家族への報告（その時の状態により判断させてもらう）　　など

≪身体拘束はなくせないものか？≫

〇身体拘束は安全のために本当に必要なのか？に対しての意見

Δ本人の転倒・転落事故を防ぐためには必要な時もあるのではないか

　 ・前回の時のように転倒が続けば転倒しないように考えてしまう

　→決して拘束はしていないと自信は持っているが・・・

・身体的な拘束ではないが言葉の拘束はどうか？

「待っててください」 「動かないでください」

「一人では立ったり歩かないでください」 などの言葉は拘束にはならないのか？

・やはり行動を制限する行為は拘束にあたるのではないか？

などの意見がでました。

〇身体拘束の廃止は不可能なのか？

Δ不可能ではないと思うので、職員一人一人が拘束の意味合いをしっかりと把握し取り組んで

　いこうと話し合いました。

◇次回開催日　　　令和  3年　　5月　　28日　（金）　　14：00～　　　　開催予定





3/26　 事H様・・・・明け方居室より音がしたために行くと四つん這いになっていた。右腕と右ひざ近くに出血あり。


